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表紙写真：幸田町　清水 嘉隆さん
　　　　　幸田町　磯部 有哉さん（P.2）



どのようなプランで加入しましたか？

同じ幸田町でオペレーターをしている清水さんと磯部さん。
日頃から意見交換をするお二人に収入保険にご加入いただいた決め手を伺いました。

収入保険 加入の決め手

磯
いそ

部
べ

　有
ゆう

哉
や

さん（45歳）法人オペレーター
幸田町にて米4,500ａ、麦3,200ａ、大豆3,000ａを栽培。
株式会社のばライスセンター代表取締役に平成30年より就任

清
し

水
みず

　嘉
よし

隆
たか

さん（58歳）　個人オペレーター
幸田町にて米3,500ａ、麦3,000ａ、大豆3,000ａを栽培。

磯部さん

収入保険に加入した決め手は？

清水さん

一番は補償の幅が広がることですね。従来の制度共済は播種から収穫までの補償だったけど、市場価
格の低下や収穫後の農産物を保管している時に災害があった場合なども補償できる点は魅力だよね。

作ったものが売れて、初めて農家の収入となる。加入するか何年か検討したが例年通りの品質や収
穫量であっても米価の低下等、経営努力では対処することができない事態もあった。そういった事が
あったから収入保険が必要だなと感じたかな。

私は下限７割で加入しました。青色申告を元に試算した結果でNOSAI 職員にいくつか案を出して
もらった。制度共済との比較や自分の疑問点など解消した上でオペレーターの仲間にもいろいろ話
を聞いて、下限設定を使うことにしたけど磯部さんは？

そうだね。経費面や社会情勢をみて毎年どの補償にするか検討は必要。令和６年度にも制度が改
正されると聞いているから最新の情報を取り入れてNOSAIさんと一緒に検討していきたいと思って
いるよ。

同感です。うちは自分のところで販売もしていて収穫後から販売までの間を倉庫で保管している。商
品を販売できて収益になるから、制度共済では対象外だった〈収穫後～販売〉までの保管期間も
保険としてカバーできると聞いて魅力だなと感じました。

米価の低下や新型コロナウイルス等、近年では想定外のことも多々ありました。昨年はゲリラ豪雨
で大豆の圃場が冠水してしまいました。自然災害だけでなく様々なリスクを考慮しなくてはいけなく
なった中で、先輩農家と情報交換もたくさんした。多面的な補償に対応できるのが重要かなと思い
ましたね。法人で従業員も抱えているので、災害があった場合でも人件費は発生します。社員が安
心して働くことができる環境作りも経営者としては重要だと思っています。

下限７割です。理由は清水さんと一緒だけど、従来の保険よりも掛金等の経費が削減できるのも法
人としてはメリットだなと思ったので。実際の決算書で試算してもらうと必要経費とかもイメージし
やすかったです。毎年加入プランも見直しができると聞いたし、収入保険も制度の改正があります
もんね。常に自分にあったプランを考えたいです。
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収入
保険 制度が改正され、加入がしやすくなります！

収入保険制度は令和元年から始まり、現在、令和４年加入の保険金等
の支払いが行われています。4年間の実績をふまえ、この度、国によっ
て制度の見直し、改正がなされました。これにより加入がしやすくなり
ましたので、ご紹介いたします！

補
償
の
選
択
範
囲
が

�

拡
が
り
ま
す
！

青
色
申
告
実
績
が

�

１
年
分
で
加
入
で
き
ま
す
！

気
象
災
害
特
例
が

�

新
設
さ
れ
ま
す
！

⑶�

収
入
上
昇
傾
向
特
例
の

　

�

適
用
要
件
の
改
正
に
つ
い
て

　

収
入
保
険
制
度
は
、
保
険
方
式
と
積
立

方
式
を
組
み
合
わ
せ
て
ご
加
入
い
た
だ
け

ま
す
が
、
改
正
に
よ
り
保
険
方
式
で
の
補

償
の
選
べ
る
範
囲
が
拡
が
り
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
今
ま
で
保
険
方
式
で
の

補
償
は
最
大
80
％
ま
で
で
し
た
が
、
85
％
、

90
％
が
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
今
ま
で
と
比
べ
て
、
掛
金

が
安
く
加
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ご
加
入
に
あ
た
り
、
今
ま
で
は
青
色
申
告
実
績

が
最
低
で
も
２
年
必
要
で
し
た
。
し
か
し
、
改
正

に
よ
っ
て
、
１
年
分
の
み
で
加
入
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

過
去
に
大
き
な

気
象
災
害
を
受

け
て
い
た
と
し
て

も
、
８
割
を
上
限

と
し
て
、
基
準
収

入
が
下
が
ら
な
い

よ
う
に
補
正
で
き

る
特
例
が
新
た
に

設
置
さ
れ
ま
す
。

※�

特
例
適
用
に
は
一
定

の
条
件
が
あ
り
ま
す

　

右
記
の
と
お
り
、
適
用
要

件
①
②
③
に
加
え
て
、
④
が

新
た
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

POINT

01

POINT

02
POINT

03

保険期間の
基準収入

過去５年間の
収入金額

補正前

補正前

補正後

補正後

※
特
例
の
イ
メ
ー
ジ

※補償のイメージ

災害
R4 R5

R5

令和６年加入の場合に
必要な

青色申告実績

基本
タイプ ＋ ＝保険（掛捨）方式

\ MAX80%�/

積立方式

\ MAX10%�/

補償限度割合

\ MAX90%�/

新タイプ
Ⅰ ＋ ＝保険（掛捨）方式

\ MAX85%�/

積立方式

\ 5%�/

補償限度割合

\ MAX90%�/

新タイプ
Ⅱ ＋ ＝保険（掛捨）方式

\ MAX90%�/

積立方式

\ 0%�/

補償限度割合

\ MAX90%�/

基本タイプと
比べて掛金が
約２割格安！

基本タイプと
比べて掛金が
約４割格安！

令和６年１月１日
保険期間開始の

加入から

収入保険加入者の皆様へお願いとお知らせ
⑴�

事
故
が
発
生
し
た
ら
、

　

�

速
や
か
に

　

�

ご
連
絡
く
だ
さ
い
！

　

農
業
収
入
が
減
少
す
る
よ
う
な
事
故
が
起
き
た

際
は
速
や
か
に
最
寄
り
の
当
組
合
支
所
等
に
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑵�

事
故
の
写
真
や
根
拠
書
類
を

　

�

保
存
し
て
く
だ
さ
い
！

　

農
業
収
入
が
減
少
す
る
よ
う
な
事

故
が
起
き
た
際
は
事
故
状
況
の
写
真
や
根
拠
と
な

る
書
類
を
い
つ
で
も
提
示
で
き
る
よ
う
、
保
存
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

保
険
金
・
つ
な
ぎ
資
金
の
お
支
払
い
や
、
基
準

収
入
・
特
例
適
用
の
審
査
に
お
い
て
、
全
国
連
か

ら
提
示
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①
青
色
申
告
提
出
年
が
５
年
間
で
あ
る
こ
と
。

②
見
込
農
業
収
入
金
額
が
過
去
の
平
均
収
入
を
上

回
る
こ
と
。

③
過
去
４
カ
年
の
単
位
面
積
当
た
り
の
実
績
農
業

収
入
金
額
の
平
均
増
減
率
が
１
を
上
回
る
こ
と
。

④
直
近
２
カ
年
の
単
位
面
積
当
た
り
の
実
績
農
業

収
入
金
額
が
、
単
位
面
積
当
た
り
の
過
去
５
カ

年
の
平
均
収
入
を
上
回
る
こ
と
。

3



提出された議案

第１号議案 令和４年度事業報告書、財産目録、貸借対照表、損益計
算書並びに剰余金処分案及不足金処理案の承認について

第２号議案 令和５年度業務収支予算明細の変更について

第３号議案 実施体制の改善計画の策定について

第４号議案 定款の一部改正について

第５号議案 事業規程の一部改正について

第６号議案 農作物共済危険段階別共済掛金率等の設定について

第７号議案 役員の選任について

第８号議案 損害評価会委員の選任について

第９号議案 家畜診療所運営委員の選任について

附帯決議

第
10
回 

通
常
総
代
会
を
開
催

　

第
10
回
通
常
総
代
会
を
６
月
20
日
㈫
、
愛
知
県
農
業
共

済
会
館
で
開
催
し
、
大
村
秀
章
愛
知
県
知
事
、
小
林
勝
利

農
林
水
産
省
東
海
農
政
局
長
に
来
賓
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

議
長
に
は
豊
川
市
の
川
瀬
優
総
代
が
選
任
さ
れ
、
議
事

を
執
り
行
い
ま
し
た
。
提
出
さ
れ
た
９
議
案
と
附
帯
決
議

は
、
慎
重
な
審
議
を
経
て
、
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

議長　川瀬 優  総代愛知県農業共済組合
堀部 泉一 副組合長理事

大村 秀章 愛知県知事 農林水産省  東海農政局
小林 勝利 局長

愛知県農業共済組合
平野 和実 組合長理事

総代会

役
員
紹
介

任
期

令
和
５
年
７
月
１
日
〜

�

令
和
８
年
６
月
30
日
ま
で

組
合
長	

平
野　

和
実	

（
飛
島
村
）

副
組
合
長	

石
川　

尚
人	

（
豊
田
市
）

副
組
合
長	

山
田　

秀
幸	

（
田
原
市
）（
新
任
）

専
務	

近
藤　

正
貴	

（
豊
明
市
）

理
事	

稲
垣　

武
磨	

（
小
牧
市
）（
新
任
）

理
事	

吉
田　
　

明	

（
一
宮
市
）

理
事	

山
本　

和
孝	

（
阿
久
比
町
）

理
事	

渥
美　

純
一	

（
安
城
市
）（
新
任
）

理
事	

大
竹　

博
久	

（
岡
崎
市
）（
新
任
）

理
事	

海
野　

文
貴	

（
新
城
市
）（
新
任
）

理
事	

今
泉　

秀
哉	

（
豊
川
市
）（
新
任
）

代
表
監
事	

朝
岡　

洋
之	

（
西
尾
市
）（
新
任
）

監
事	

大
橋　

義
弘	

（
津
島
市
）（
新
任
）

監
事	

早
川　

智
洋�

（
豊
橋
市
）（
新
任
）
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総
代
・
損
害
評
価
会
委
員
・
家
畜
診
療
所
運
営
委
員
の
紹
介

大村 秀章 愛知県知事

新
山
盛 

豊
作
（
名
古
屋
市
）

山
田 

盛
和
（
名
古
屋
市
）

熊
澤 

政
巳
（
名
古
屋
市
）

深
谷　

 

守
（
豊
明
市
）

福
岡 

幹
弘
（
日
進
市
）

川
本 

達
也
（
長
久
手
市
）

㈲
東
郷
農
産　

代
表
取
締
役
社
長

近
藤 

金
好
（
東
郷
町
）

伊
藤 

憲
昭
（
瀬
戸
市
）

稲
垣 

茂
幸
（
春
日
井
市
）

舩
橋 

清
水
（
小
牧
市
）

戸
松 

正
彦
（
尾
張
旭
市
）

水
野 

格
廉
（
清
須
市
）

吉
田 

英
典
（
北
名
古
屋
市
）

坪
井 

善
樹
（
豊
山
町
）

石
田 　

要
（
犬
山
市
）

大
岩 

逸
雄
（
江
南
市
）

船
橋 

哲
夫
（
岩
倉
市
）

服
部
農
園
㈲　

代
表
取
締
役

服
部 

忠
（
大
口
町
）

後
藤 

康
明
（
扶
桑
町
）

浅
野 

吉
光
（
一
宮
市
）

岩
田 

正
雄
（
一
宮
市
）

浅
野 

豊
久
（
一
宮
市
）

佐
野 

澤
雅
（
一
宮
市
）

熊
澤 

宣
明
（
一
宮
市
）

櫻
井 

吉
美
（
稲
沢
市
）

杉
村 

由
幸
（
稲
沢
市
）

澤
田 

雅
行
（
稲
沢
市
）

㈱
松
山
農
産　

代
表

後
藤 

貴
浩
（
稲
沢
市
）

杉
浦 

昌
子
（
津
島
市
）

加
藤 
敏
信
（
津
島
市
）

加
藤 
雄
二
（
津
島
市
）

足
立 
唯
一
（
津
島
市
）

太
田 

昌
史
（
あ
ま
市
）

㈱
キ
マ
タ
農
園　

代
表
取
締
役

木
全 

和
光
（
あ
ま
市
）

飯
田 　

勝
（
あ
ま
市
）

前
田 

幹
雄
（
大
治
町
）

戸
谷 　

猛
（
蟹
江
町
）

服
部 

武
雄
（
弥
富
市
）

立
松 

久
男
（
飛
島
村
）

伊
藤 　

廣
（
弥
富
市
）

村
瀬 

喜
恒
（
弥
富
市
）

山
田 

宗
一
（
愛
西
市
）

中
野 

俊
郎
（
愛
西
市
）

加
藤 

康
利
（
愛
西
市
）

諏
訪 

勝
三
（
愛
西
市
）

川
口 　

均
（
愛
西
市
）

榊
原 

守
男
（
半
田
市
）

永
田 

栄
司
（
常
滑
市
）

中
野 

勝
元
（
常
滑
市
）

小
野 

久
光
（
東
海
市
）

桒
山 

美
親
（
大
府
市
）

平
松 

重
信
（
知
多
市
）

稲
葉 

清
仁
（
阿
久
比
町
）

戸
田 

孝
治
（
東
浦
町
）

大
岩 

徳
夫
（
南
知
多
町
）

志
水 　

宏
（
美
浜
町
）

杉
江 

保
光
（
武
豊
町
）

杉
浦 

孝
明
（
碧
南
市
）

稲
生 

博
享
（
刈
谷
市
）

㈱
清
水
牧
場 

代
表
取
締
役

清
水 

一
将
（
刈
谷
市
）

畔
栁 　

真
（
安
城
市
）

菱
田 

政
量
（
安
城
市
）

深
津 

英
二
（
安
城
市
）

中
嶋 

邦
彦
（
安
城
市
）

鈴
木 

和
幸
（
知
立
市
）

伊
藤 

詠
子
（
高
浜
市
）

都
築 

定
秋
（
西
尾
市
）

小
野
田 

裕
二
（
西
尾
市
）

神
谷 

和
生
（
西
尾
市
）

農
事
組
合
法
人 

吉
良
吉
田
営
農
組
合

代
表
理
事

判
治　

 
剛
（
西
尾
市
）

黒
田 
清
隆
（
西
尾
市
）

尾
﨑 

健
悟
（
西
尾
市
）

鈴
木 

吉
地
（
岡
崎
市
）

太
田 

隆
二
（
岡
崎
市
）

二
村 

誓
也
（
岡
崎
市
）

稲
垣 

信
昭
（
岡
崎
市
）

山
田 

茂
也
（
岡
崎
市
）

㈱
ア
グ
リ
み
か
わ
代
表
取
締
役

成
瀬 

金
芳
（
岡
崎
市
）

鈴
木 

夢
華
（
岡
崎
市
）

鈴
木 

巨
裕
（
幸
田
町
）

㈱
エ
コ
フ
ァ
ー
ム
こ
う
た 

代
表
取
締
役

平
岩 

英
二
（
幸
田
町
）

農
事
組
合
法
人 

逢
妻　

代
表
理
事

菅
沼　

 

浩
（
豊
田
市
）

岡
田 

善
明
（
豊
田
市
）

中
根 

敏
明
（
豊
田
市
）

都
築 

隆
治
（
豊
田
市
）

石
楠
集
落
営
農
組
合　

組
合
長

伊
藤 

喜
代
司
（
豊
田
市
）

梅
村 

貢
司
（
豊
田
市
）

柴
田 

則
義
（
豊
田
市
）

鈴
木　

 

進
（
豊
田
市
）

松
嶋 

利
光
（
豊
田
市
）

深
谷 

刀
三
（
み
よ
し
市
）

村
田 

嘉
幸
（
豊
橋
市
）

大
澤 

広
通
（
豊
橋
市
）

牧
野 

成
樹
（
豊
橋
市
）

竹
野 

真
司
（
豊
橋
市
）

鈴
木 

清
隆
（
豊
橋
市
）

宮
野 

豊
彦
（
豊
橋
市
）

河
合 

信
好
（
田
原
市
）

金
子 

洋
司
（
田
原
市
）

河
合 

良
雄
（
田
原
市
）

光
部 

浩
司
（
田
原
市
）

宮
下 

成
生
（
田
原
市
）

杉
原 

宏
忠
（
田
原
市
）

伊
藤 

克
則
（
田
原
市
）

石
井 

茂
行
（
田
原
市
）

杉
江 

志
信
（
田
原
市
）

山
口 

賢
一
郎
（
田
原
市
）

白
井 
孝
叔
（
豊
川
市
）

川
瀬　

 
優
（
豊
川
市
）

土
方 

敏
由
（
豊
川
市
）

石
田 

知
秀
（
豊
川
市
）

鈴
木 

義
男
（
豊
川
市
）

足
立 

幸
利
（
蒲
郡
市
）

渡
辺 

清
司
（
新
城
市
）

夏
目 

昭
彦
（
新
城
市
）

河
合 

準
二
（
新
城
市
）

織
田 

凌
輔
（
新
城
市
）

原
田 

宜
典
（
設
楽
町
）

若
松 

清
美
（
名
古
屋
市
）

浜
島 

和
之
（
名
古
屋
市
）

鈴
村 

久
雄
（
日
進
市
）

矢
野 

洋
三
（
瀬
戸
市
）

鈴
木 

和
雄
（
春
日
井
市
）

尾
関 

敏
彦
（
小
牧
市
）

服
部 　

忠
（
大
口
町
）

熊
澤 

宣
明
（
一
宮
市
）

櫻
井 

吉
美
（
稲
沢
市
）

澤
田 

雅
行
（
稲
沢
市
）

後
藤  

貴
浩
（
稲
沢
市
）

鈴
木 

幸
広
（
飛
島
村
）

鈴
木 

達
也
（
愛
西
市
）

佐
藤　

 

圭
（
愛
西
市
）

武
田 

敏
和
（
津
島
市
）

吉
田 

康
伸
（
あ
ま
市
）

稲
垣 

一
成
（
津
島
市
）

石
川 

正
博
（
半
田
市
）

岩
川 

佳
弘
（
常
滑
市
）

鈴
木　

 

栄
（
大
府
市
）

加
藤 
龍
弥
（
知
多
市
）

新
美 

重
幸
（
阿
久
比
町
）

戸
田 

雅
博
（
東
浦
町
）

天
木 

隆
雄
（
美
浜
町
）

中
田 

晴
久
（
安
城
市
）

高
須 

敏
幸
（
安
城
市
）

加
藤 

保
広
（
刈
谷
市
）

倉
内 

裕
二
（
西
尾
市
）

尾
崎 

文
明
（
西
尾
市
）

三
矢 

貴
仁
（
西
尾
市
）

生
駒 

仁
志
（
岡
崎
市
）

稲
吉 

光
治
（
幸
田
町
）

渡
辺  

肇
（
岡
崎
市
）

太
田 

雅
已
（
豊
田
市
）

手
嶋 

勝
広
（
豊
田
市
）

箕
浦 

誠
明
（
み
よ
し
市
）

稲
垣 

豊
久
（
碧
南
市
）

渡
邉 

晃
文
（
西
尾
市
）

安
藤 

正
巳 

（
安
城
市
）

天
野 

太
郎
（
豊
田
市
）

猪
飼 

幸
宏
（
安
城
市
）

小
柳
津 

和
久
（
豊
橋
市
）

三
浦 

佐
一
（
田
原
市
）

夏
目 

和
彦
（
田
原
市
）

坂
口 

厚
利
（
田
原
市
）

岡
田 

敏
昭
（
豊
川
市
）

船
田 

次
郎
（
豊
川
市
）

木
下 

拓
男
（
豊
川
市
）

小
山 

嘉
之
（
新
城
市
）

天
野 

勇
治
（
新
城
市
）

鈴
木 

伸
勝
（
設
楽
町
）

◆
関
係
機
構
等

恒
川 

靖
弘
（
愛
知
県
農
業
総
合
試
験
場
）

東
野 　

敦
（
愛
知
県
農
業
水
産
局
）

城
田 

雅
毅
（
愛
知
県
農
業
水
産
局
）

中
野 

綾
子
（
愛
知
県
農
業
水
産
局
）

吉
岡 

理
恵
（
愛
知
県
農
業
水
産
局
）

石
黒 

光
宏
（
愛
知
県
農
業
水
産
局
）

伊
藤 

幸
司
（
愛
知
県
農
業
総
合
試
験
場
）

坂
野 　

満
（
愛
知
県
農
業
総
合
試
験
場
）

石
原 

元
浩
（
愛
知
県
農
業
総
合
試
験
場
）

間
下 

な
ぎ
さ
（
愛
知
県
農
業
総
合
試
験
場
）

本
庄 

弘
樹
（
愛
知
県
立
農
業
大
学
校
）

大
井 　

治
（
愛
知
県
防
災
安
全
局
）

杉
江 

典
映
（
愛
知
県
獣
医
師
会
）

志
村 

秀
樹
（
愛
知
県
中
央
家
畜
保
健
衛
生
所
）

木
村 

藤
敬
（
愛
知
県
東
部
家
畜
保
健
衛
生
所
）

寺
田 

安
孝
（
愛
知
県
果
樹
振
興
会
）

中
村 

隆
志 

（
愛
知
県
経
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
）

相
川 

喜
亮 

（
愛
知
県
経
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
）

辻
井 

崇
起 

（
愛
知
県
経
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
）

伴 　

敬
介
（
愛
知
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
）

湯
浅 

一
典
（
株
式
会
社
丹
羽
英
二
建
築
事
務
所
）

河
合 

雅
孝
（
イ
ノ
チ
オ
ア
グ
リ
株
式
会
社
）

石
黒　

 

弘
（
愛
知
県
農
業
機
械
商
業
協
同
組
合
）

鳥
井 

照
之
（
愛
知
県
農
業
共
済
組
合
）

吉
岡 

理
恵
（
愛
知
県
農
業
水
産
局
）

石
黒 

光
宏
（
愛
知
県
農
業
水
産
局
）

杉
江 

典
映
（
愛
知
県
獣
医
師
会
）

志
村 

秀
樹
（
愛
知
県
中
央
家
畜
保
健
衛
生
所
）

木
村 

藤
敬
（
愛
知
県
東
部
家
畜
保
健
衛
生
所
）

総 

代

118名

任
期

令
和
５
年
４
月
30
日
〜

令
和
８
年
４
月
29
日

損
害
評
価
会

委
員 

75名

任
期

令
和
５
年
７
月
１
日
〜

令
和
８
年
６
月
30
日

家
畜
診
療
所

運
営
委
員

５名

任
期

令
和
５
年
７
月
１
日
〜

令
和
８
年
６
月
30
日
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水稲共済令和４年産

引受面積／1,274,863a
共済金額／10,642,724千円

畑作物共済令和４年産

引受面積／306,169a
共済金額／734,820千円

園芸施設共済
引受棟数／11,097棟
共済金額／85,153,987千円

麦共済令和５年産

引受面積／334,611a
共済金額／2,270,329千円

家畜共済
引受頭数
　　（死廃）71,989頭
　　（病傷）38,496頭
共済金額
　　（死廃）21,768,919千円
　　（病傷）641,396千円

建物共済
引受棟数／32,733棟
共済金額／385,267,170千円

果樹共済令和５年産

引受面積／1,371a
共済金額／51,426千円

農機具損害共済
引受台数／1,585台
共済金額／4,484,630千円

水稲共済令和５年産

引受面積／943,716a
共済金額／9,017,073千円

畑作物共済令和５年産

引受面積／230,616a
共済金額／545,715千円

園芸施設共済
引受棟数／13,629棟
共済金額／106,104,491千円

麦共済令和６年産

引受面積／345,803a
共済金額／2,026,786千円

家畜共済
引受頭数
　　（死廃）75,928頭
　　（病傷）35,484頭
共済金額
　　（死廃）23,025,369千円
　　（病傷）634,688千円

建物共済
引受棟数／32,918棟
共済金額／387,757,200千円

果樹共済令和６年産

引受面積／1,499a
共済金額／56,285千円

農機具損害共済
引受台数／1,601台
共済金額／4,567,670千円

農家負担掛金
（納めていただいた掛金）

共済金
（お支払した金額）

水稲共済 4,217,421円 11,558,816円

麦共済 50,720,646円 61,785,091円

果樹共済 397,786円 645,210円

畑作物共済 24,880,814円 4,859,160円

家畜共済
（死廃） 288,289,488円 599,759,618円

（病傷） 171,569,983円 470,382,302円

園芸施設共済 141,381,179円 54,784,105円

建物共済 379,734,307円 58,274,585円

農機具損害共済 21,553,458円 8,263,352円

合　　計 1,082,745,082円 1,270,312,239円

令和４年度 事業報告 引受状況　総額5,122億円の補償額

令和５年度 事業計画 引受計画　総額5,337億円の補償額
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受取補助金
595,454,000

人件費
896,767,447 

賦課金
76,081,628 

旅費交通費
3,638,641 

事務費
45,957,268 

業務費
41,180,353 

普及推進費
18,230,421 

損害評価費
2,171,330 

諸税負担金
19,463,052 

事業勘定繰入
3,899,426 

引当金当繰入
121,651,858 

固定資産
自己財源取得費
170,243,545 

その他
33,912,266 

施設費
119,654,937 

受託収入
113,674,054 

退職給与金施設
預託金付加金収入
6,417,443 

その他
16,516,560 

受取利息
227,281,529 

引当金当戻入
239,474,639 

事業勘定受入
201,870,691 

収 入
1,476,770,544
単位：円

支 出
1,476,770,544 
単位：円

令和４年度 業務収支決算

人件費
955,465,000 

旅費交通費
10,041,000 

事務費
46,724,000 

業務費
46,755,000 

普及推進費
21,088,000 

諸税負担金
16,071,000 
損害評価費
5,303,000 

引当金当繰入
8,000 
事業勘定繰入
4,157,000 

固定資産
自己財源取得費
305,000,000 

その他
42,911,000 

施設費
97,841,000 

支 出
1,551,364,000
単位：円

受取補助金
574,100,000

賦課金
75,110,000 

受託収入
140,536,000 

退職給与金施設
預託金付加金収入
6,689,000 

その他
14,552,000 前期繰越

業務残金
28,326,000 

受取利息
215,265,000 

引当金当戻入
302,302,000 

事業勘定受入
194,484,000 

収 入
1,551,364,000
単位：円

令和５年度 業務収支予算

� � �https://www.nosai-aichi. jp/詳しくはHPをご覧ください

用語の説明
収　入 支　出
前期繰越業務残金…前年度からの繰越金
受取補助金…………国から交付される運営経費等
賦課金……………… �組合員の方から加入する共済事業ごとに�

いただく事務費賦課金
受託収入…………… �全国農業共済組合連合会からの収入保険事

業に係る委託費等
受取利息……………積立金を運用して得られた利息
事業勘定受入……… �建物共済、農機具共済の掛金のうち�

業務勘定に繰り入れられる金額
引当金等戻入……… �公用車等の更新、建物の修繕、事務機械化

のために、引当金から取り崩した金額

人件費………………役員報酬、職員給料手当、法定福利費、厚生福利費等
旅費交通費…………役職員の交通費、旅費
事務費……………… �業務に要する通信運搬費、図書印刷費、�

消耗品費、手数料
業務費……………… �業務運営に要する会議費、講習会費、�

共済連絡員報酬等
普及推進費………… �広報紙の製作費、事業の加入推進等に要する記念品�

購入費、奨励金等
施設費………………車両、事務所施設等の維持管理等に要する経費
損害評価費�…………損害評価に要する経費
諸税負担金�…………固定資産税並びに関係団体負担金
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連 絡 先
本 所 〒460-0002� 名古屋市中区丸の内二丁目１番11号 TEL（052）204-2411 FAX（052）204-0539
尾 張 支 所 〒492-8223� 稲沢市奥田井之下町３番地 TEL（0587）58-5800 FAX（0587）58-5801
　半田出張所 〒475-0817� 半田市東洋町三丁目60 TEL（0569）25-4451 FAX（0569）25-4452
西 三 河 支 所 〒446-0023� 安城市上条町経根19-1 TEL（0566）77-3220 FAX（0566）77-3223
東 三 河 支 所 〒441-3415� 田原市神戸町大坪9 TEL（0531）24-1789 FAX（0531）22-7500
　豊川出張所 〒442-0811� 豊川市馬場町宮脇165番地 TEL（0533）84-7300 FAX（0533）84-7301
家 畜 診 療 所 〒442-0811� 豊川市馬場町宮脇165番地 TEL（0533）84-6544 FAX（0533）84-6548
　西三河分室 〒444-0816� 岡崎市羽根町大池91番地1 TEL（0564）53-8811 FAX（0564）53-8812

愛知県農業共済組合ホームページはこちら→
https://www.nosai-aichi.jp/

クイズ

Ｑ
清水嘉隆さん、磯部有哉さんは
どこの町で米、麦、大豆を
栽培していた？

前回の答えQ：来期（の計画）

応募方法

締　切

ホームページの回答フォーム（下部ＱＲコード読み取り）、
またはハガキにてご応募ください。応募いただいた個人
情報は、当選者の抽選以外には使用いたしません。

令和5年8月28日（月）当日消印有効
※当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせて頂きます。

ハガキ記入例

63円
切手

1. 答え

2. 住所
　
　
〒000-0000
□□県□□市□□区
□□0-0-0　
3. 氏名：愛知 県子
4. 年齢：35歳
5. TEL：000-0000-0000
6. ご意見・ご感想
  □□□□□□□□□

おもて う ら

名古屋市中区
丸の内２-1-11
NOSAI あいちクイズ係

4 6 0 0 0 0 2 □□

ＮＯＳＡＩあいちや農業
共済新聞に載りたい！
紹介してほしい！
という農家さんの情報
もお待ちしてます！

←NOSAI あいちクイズ応募はこちら
����https://www.nosai-aichi.jp/announce/entry-771.html

クイズに答えて図書カード
1000円分をプレゼント！

5名様に
当たる！

事務所統合、移転  名称変更のお知らせ
　日頃は農業保険事業にご理解とご協力をいただき、ありが
とうございます。当組合は令和６年４月に事務所統合、移転、
名称変更を以下の通り行います。
　組合員の皆様にはご迷惑をおかけしますが、どうぞよろしく
お願いいたします。

皆さま、どうぞ
今後ともよろしく
お願いいたします。

※�より詳しいご案内につい
ては広報誌冬号にてお知
らせします。

令和６年
４月から

現在

西三河支所
（安城市）

半田出張所
（半田市）

豊川出張所
（豊川市）

尾張支所
（稲沢市）

家畜診療所
（豊川市）

家畜診療所
西三河分室
（岡崎市）

東三河支所
（田原市）

東部支所
田原出張所
（田原市）

東部支所
家畜診療所
豊川駐在所
（豊川市）

家畜診療所
設楽駐在所
（設楽町）

本所
家畜診療所　尾張駐在所

家畜診療所
西三河分室
尾張駐在所
（名古屋市）

本所
（名古屋市）

家畜診療所
設楽駐在所
（設楽町）

中部支所
家畜診療所
（刈谷市）

西部支所
（稲沢市）

2023.7
N
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